
学校資料を整理・保存する

―県内の廃校小中学校の実践例から―

                                            
高知県の学校資料を考える会
       楠瀬慶太

今日のお話

• 導入
• 学校資料残しておけば？ → 12の価値
• 古い資料どう残す？ → 保存科学の知識で長く保存する方法 
• どう整理保存する → 地域での整理保存の流れ（土佐清水、室戸市教委の事例） 

• 目録化の難しさ → 東京大学公文書館、高知資料ネットの３段階目録

全国で注目されている地域での保存活動
→ 公文書管理にも応用できるのでは？

付属資料（ＰＤＦ）
も参考に



～自己紹介も兼ねて～

• 普段の仕事は高知新聞の記者。入社14年目。香美市出身・父方は安芸市

（社会部、幡多支社・窪川支局を経て学芸部で歴史・美術等を担当）

• 大学院で歴史学を勉強（専攻は日本中世史で、村落史が専門）

→ 休日に歴史の調査・研究を行う在野研究者。

• 2016年発足の「高知地域資料保存ネットワーク」の事務局、会計。

• 2019年発足の「高知県の学校資料を考える会」の初代事務局長。現在監査。

 

（導入 地域資料に関わって）

～地域の近現代資料を救う活動～

• 過疎化が進む地方では、公的機関の支援が行き届かない近現代の資料が散逸危機

• 記者として地域に住み感じた実情。「歴史学」にできることは？

• 住民有志が立ち上げたボランティア団体「高知地域資料保存ネットワーク」

（旧高知戦争資料保存ネットワーク）の事務局を務め、近現代の資料保存に関わる

• 月１回の定例会。公的機関が対応できない

　地域資料の記録整理を連携して行う。

（導入 地域資料に関わって）

→ ６年間で７８件４千点の史料を整理
  学校資料の保存活動と併せて、そのノウハウの一部を話します。 



前提
• 資料（公文書）を

 置いておくでなく、

 残し、伝えるということは…

• 活用

 整理と公開をする

• 保存

 保存環境を整える

１、学校資料残しておけば… 何が分かる？どのように活用できる？

（１）学校資料の12の価値
紙媒体に限定されないさまざまなモノやコト
●学校　１５０年近い歴史－地域の中心・拠点　
資料には学校にとどまらない住民共通の記憶、地域の記録
－地域資料（地域資源）の可能性
→ 現用文書としての活用とは別に、歴史公文書としての
  活用の可能性

 → 文書管理規定の枠を超えて歴史資料・地域資料　　
　　　としての学校資料を残す基準、活用の可能性

 →「記録」して地域・学校・教委で「公開」判断　



（２）学校資料から何が分かる？

学校にとどまらない住民共通の記憶、地域の記録、地域資料の可能性
→ 現用文書としての活用とは別に、歴史公文書としての活用の可能性

 ●学校沿革史（誌）　→　永年保存       

→沿革に加えて古い重要文書が挟み込まれる場合（多） 

2021年閉校の中川内小中学校
同校体育館の展示パネルより

▼家庭訪問、体格検
査、氏神夏祭・授業
短縮、修学旅行、校
友会、運動会、成績
考査…

▼天長節、明治節、
陸軍記念日、海軍記
念日、大正天皇祭

▼地域の状況

▼戦後すぐの
 校舎

①学校史的価値（自治体史、学校史）
②教材的価値（昔の学校・地域）
⑤地域史的価値（地域の現状）

 ●学校日誌　→　３・５年保存       

  学校の公式記録、古いほど詳細な記憶
  残存の少ない公文書・私文書でも復元できない地域の日常の歴史記録

▼地域の方言、共通語教育

①学校史的価値
（自治体史、学校史）
②教材的価値
（昔の学校・地域）
③教育学的価値
（共通語教育）
⑤地域史的価値
（地域の現状）
⑫言語学的価値
（方言の変化）

2021年2月の土佐清水市中央公民館
大津小学校展の展示パネルより



 ●学校日誌　→　古い日誌は近代の地域情報の宝庫　      

  ・災害とどう向き合った？　→防災教育、防災啓発
大正2年（1913）7月18日「朝ヨリ降リ続キ午後益々大雨トナリ日暮ヨリハ其勢ノ勢愈々
激甚トナリ大水川ニ溢レテ東西ノ石崖約二間余ヲ崩潰シ」「臭水旧校舎ノ土間ヲ突キ」
「流下セル岩石川ノ両側ヲ突キ当ル音響（中略）太鼓ヲタタクガ如ク四面荒マシキ雨水ノ
響耳ヲツンザカントシ終夜寝ニ就カズ」と実況中継さながらの記載

・伝染病とどう向き合った？　→　新型コロナ禍の生涯学習
大正7年11月1日に「流行性感昌羅タルモノ出来たり」と記され4人が欠席、以後３人→13
人→19人→19人→29人と増加し、「流行性感昌猛威を極め 健康児僅ニ二十六名」として
11月12日から１週間休校措置が取られた。再開予定の11月19日にも患者は減らずさらに
もう１週間休校措置が取られている。11月27日の開校日も10人（82人中）が欠席、「大
掃除 障子張」が29日まで３日間続けて行われている。
→ 明治期以降伝染病の流行時に行政が「大清潔法」を出して行われた一斉清掃

・戦時下の暮らし、生業？　→　戦争と地域、昔の暮らし
5･6月には「天草採リ始ル」（昭和15年5月19日）、「テン草採リ」
（昭和16年6月25日）などがあり、寒天などの材料にある海藻のテン
グサ採りが始まっている。また、「農繁期ニツキ四十分授業」（昭和
15年5月28日）、「農繁休（麦刈）」（昭和19年5月16～19日）の記
載から麦刈りが行われている。6月には「桑の皮採集」（昭和15年6月
6日）とあり、戦時期に繊維製品の不足で代替品として奨励された桑
の皮の採集を児童が行い供出している。

②教材的価値
（昔の学校・地域）
⑤地域史的価値
（地域の現状）
⑥学術的価値
（社会史の史料）
⑩社会的関係価値
（防災、衛生、戦争、暮らし）

大津小学校日誌より

 ●学校文集　　→　規定なし　      

  子ども達の生の声、日常の記録。「われわれ（民俗学
者）のレポートなぞよりこの数冊を読んでもらったほう
が、どれほど村の生活がいきいきと伝わってくるやしな
い」（香月・本間1973）。

②教材的価値
（昔の暮らし、家族）
⑤地域史的価値
（地域の現状）
⑥学術的価値
（民俗学の史料）
⑧産業史的価値
（出稼ぎ、遠洋漁業）

▼過疎化が進んだ昭和40・50年代　→　父の日・母の日特集
→ 大津の家族の生活や家族の結びつきを見直すことを視野に

▼変わる漁村の暮らし　→　社会の変化が現れる、過疎と地域
「そんなお母さんにとって一番苦しくつかれるのは冬の小網の時です。冷い北風の中、まだ空には星の光っている頃から、ごむの手ぶ
くろを手に船をこぐ…」（6年女子）
昭和４０年代　父親は遠洋漁業など出稼ぎ、母親が田畑を耕し家事育児。田など手間の掛かる作業は集落の結によって労働力を共有

「お母さんはみんしゅくをしています」「おとうさんはつりに来たおきゃくさんをはこんだりおろしたりしてたいへん」（２年女子）
昭和50年代　形態は維持しながらも、小型定置網や民宿など新たな業態が登場し、そこに女性たちも関わる

▼地域でよく働く母親像、出稼ぎ・酒呑み・子ども思いの父親像
「遠洋漁業に行っているお父ちゃん…何もかもお父ちゃんの分までしなければならないので、とにかくお母ちゃんの毎日は大変なので
す」（５年女子）「港につくとすぐ電話をかけてきます。こうしゅう電話なのでわたしたちは話せません…いつも港につくと手紙をか
きます」（5年女子）「とてもしょうちゅうがだいすきです」「のむ時ときどきみんなをおごる（怒る）」（２年男子）

大津小学校学校文集より



作品・
掲示物 寄贈品・

教材
民具

標本

モノ資料や掲示物も
地域の拠点に集まった資料

⑨象徴的価値　⑪アートな価値　⑩社会的関係価値　　

⑤地域史的価値　⑥学術的価値

追手前高校の学校博物館

生徒が日常的に資料を見られる空間

校舎の正面玄関を入って２階に上がっていく階
段フロアに資料展示

（３）活用－歴史を、地域を、世代をつなぐ資料に…　象徴的・社会的関係価値

過疎地域で統廃合によって次々
と学校が無くなっていく昨今、
校舎に残された学校資料を通し
て学校から地域社会を見る視点
は、学校が地域に果たした役割
を改めて考える上でも重要では
ないだろうか

空き教室利用、廃校利用

→　歴史を、地域を、
　　世代をつなぐ学校（資料）



２、古い資料どう残す？  保存科学の知識で長く保存する

（１）紙はなぜ劣化するか…
近代以降の文書は洋紙（パルプ紙）100年　和紙（コウゾ、ガンピ）1000年

「酸化」 紙の主成分のセルロースが空気中の酸
素と結合して変質・分解（温度上昇・太陽光）

「湿気」 湿度上昇によってカビが発生し、カビ
やホコリを食べに来た虫が紙を食べる（虫損）

（２）保管環境の管理で劣化を防ぐ、長持ちさせる
博物館のような収蔵庫管理はできなくても、保存環境を改善する方法はある

「酸化」対策 → 保存用具の利用
まずは遮光。吸水性の高いダンボールや木箱に入れる。
封筒はホコリも防げる。重要な資料は、中性紙（弱アル
カリ）の封筒・保存箱に保管したい。破損が心配な資料
は中性紙の薄葉紙で包む。
※茶封筒は酸性紙のものも多く劣化を招く。ファイルは湿気が入り、カ
ビ発生のリスク。

「湿気」対策 → 湿気のある場所を避けて置く
湿気の少なく風通しのよい２階に置く。箱を直接置かず、
棚など床から離す。スノコを下に置くのも効果的。除湿
器をたまに回す、水とりぞうさんなど除湿剤も。

「虫害」対策 → 置き場所、箱内を清潔に
ホコリやカビが虫を呼び寄せる要因。置き場所や箱内を
清潔に。和紙などには防虫剤も。虫損資料を同封する場
合は、自主燻蒸も「物理的要因」対策 

浸水しない場所に置く。古い重要な資料は写真
を取っておいて閲覧する（レプリカ）。



３、どう整理保存する？ 地域での整理保存の流れ

（１）学校資料保存の課題

・学校現場での現用文書の年限を定めた文書管理規定に則り歴史的な学校資料の廃棄
　が進んでいる

→ 規定の改定等、歴史的な資料を守っていく法整備も検討する必要がある
　　（新潟・埼玉などでは、高知ですぐには…、残す基準は棄てる基準…、地域の思いは…）

・保管場所がなく、継続して古い資料を保存していくのが難しい。

→ （休廃校の校舎など）保管場所に決めてまずは棄てない対策を。
   （場所の確保は教委や役場側の動きが重要）

・個人情報保護の問題で、廃棄に至る事例がある。

→ 黒塗りや部分公開で個人情報を保護しながら活用していく公文書公開のルールを適応する。
  （今後ノウハウの蓄積が必要）

【参考文献】嶋田典人・目良裕昭ほか2020『シンポジウム高知県の学校資料を考える 記録集』
     高知県の学校資料を考える会（高知県の学校資料を考える会のホームページでPDF公開）

（２）保存に向けた県内外の動き 過疎化、学校統廃合、コミュニティー・地域力の衰退 
→ 散逸の一方で地域をつなぐ資料として全国的に注目

→ 高知の動きは資料保存の全国研修会で報告など注目
  
土佐清水をモデルに、「残す」動きが各自治体で加速化
 



（３）土佐清水モデルの可能性

室戸市教委が中川
内小中学校跡を保
管場所に同様のモ
デルで保存活動

段階的整理で「記録」→資料集や展示で「公開」



４、目録化の難しさ 東京大学公文書館、高知資料ネットの３段階目録

（１）清水・大津小資料の目録
４千点→２千点 約20人が関わり１年掛かりで作成（計7日）
１次目録（2020）→ ２次目録（2020） → ３次目録（2022）

1次

２次

３次

目録によって展示、資料集、
研究論文等が可能に

（２）東京大学公文書館、高知資料ネットの３段階目録
資料の点数や価値に応じて、「調査レポート」「簡易目録」「概要目録」「詳細目
録」を使い分けて、段階的に整理

1次



フェイスブックページの
「ファイル」からダウンロード可

資料保存の冊子や
目録集はPDFを公開

５、おわりに

• 地域の中心だった学校に残された資料には、各住民で時代や関わり方は違っても、「学
校」という共通の体験の一端が記され、若者や子どもたちに伝え、引き継ぎたい地域の
記憶が織り込まれている

• 「活用」は難しいでなく、まずは棄てない、保存場所の確保を
• 「整理」する、地域の参画で、「活用」の可能性が広がる

→ 残していけば
公文書で地域をつなぐ、公文書で地域とつながる
－学校資料はその中でも魅力的な歴史資料

• 県内で広がり全国でも注目されるノウハウは、公文書管理にも応用できる？
• 地域教育、生涯学習、地域づくりにも活用を（個人情報保護に配慮しつつ）



展示、専門家の講演会もぜひ！ 「学校日誌と学校文集」

高知城博・渡部館長

※講演会の日は休日だが、
展示室は開館

9月3日（土）講演会

大平聡教授
（宮城学院女子大）

大学生らと宮城県全域の学校資料の調査を続け、
相次ぎ閉校する学校と連携して、「学校資料を
使った閉校展」を実施。

学校資料の整理・保存の第一人者
→　学校日誌など学校資料の可能性語る


